
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的
転
換

を
求
め
、
6
月
23
日
、
参
議
院
会

館
で
「
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的

転
換
を
求
め
る
6
・
23
院
内
集

会
」
が
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

集
会
の
主
催
は
、
日
本
医
労
連

を
含
む
全
労
連
、
中
央
社
保
協
、

全
日
本
民
医
連
、
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会
、
21
・
老
福
連
、
守
ろ

う
！
介
護
保
険
制
度
・
市
民
の
会

な
ど
7
団
体
で
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
参

加
者
も
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
実
態
交
流
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
「
介
護
保
険
の
20

年
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
市
民

福
祉
情
報
オ
フ
ィ
ス
・
ハ
ス
カ
ッ

プ
主
宰
の
小
竹
雅
子
氏
よ
り
学
習

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
で

は
、
介
護
保
険
の
わ
か
り
づ
ら
さ

や
矛
盾
点
に
つ
い
て
、
①
選
択
制

度
、
②
利
用
料
負
担
、
③
介
護
認

定
、
④
介
護
給
付
の
4
点
に
論
点

が
整
理
さ
れ
、
客
観
的
デ
ー
タ
か

ら
学
び
を
深
め
ま
し
た
。（
別
掲
）

そ
の
後
、
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る

介
護
制
度
を
実
現
す
る
た
め
、
介

護
制
度
の
改
善
を
求
め
て
、
介
護

を
す
る
人
・
受
け
る
人
の
立
場
か

ら
、来
る
べ
き
総
選
挙
に
む
け
て
、

現
場
の
声
を
反
映
し
た
7
団
体
の

共
通
の
「
介
護
政
策
の
抜
本
的
転

換
を
求
め
る
7
団
体
の
要
求
・
要

望
」
を
確
認
し
ま
し
た
。

●
７
団
体
が
実
態
交
流

集
会
で
は
、
介
護
労
働
者
、
利

用
者
、
事
業
者
、
家
族
な
ど
、
立

場
が
こ
と
な
る
7
団
体
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
介
護
の
実
態
に

つ
い
て
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

21
・
老
福
連
か
ら
は
、
8
月
か

ら
改
定
さ
れ
た
補
足
給
付
が
開
始

と
な
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
な
い
な
ど
利
用
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
全
日
本
民
医
連
か
ら

は
補
足
給
付
の
見
直
し
の
中
止
・

撤
回
を
求
め
る
団
体
署
名
に
取
り

組
ん
だ
様
子
や
、
補
足
給
付
の
改

定
が
も
た
ら
す
影
響
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
全
労
連
介
護
・
ヘ
ル
パ

ー
ネ
ッ
ト
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

奮
闘
す
る
介
護
従
事
者
の
立
場
か

ら
、
5
月
31
日
に
記
者
発
表
さ
れ

た
日
本
医
労
連
の
介
護
・
福
祉
現

場
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
介
護
従
事

者
に
対
す
る
早
急
な
支
援
と
し

て
、【
ワ
ク
チ
ン
・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
】

【
メ
ン
タ
ル
対
策
】
【
コ
ロ
ナ
禍

で
奮
闘
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

賃
金
が
減
っ
て
し
ま
う
理
不
尽
】

な
ど
の
解
決
が
急
務
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
度
に
取
り
組
む
、
3
者
統
一

の
新
介
護
署
名
「
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的

転
換
を
求
め
る
請
願
署
名
〜
介
護
を
す
る
人

・
受
け
る
人
が
と
も
に
大
切
に
さ
れ
る
制
度

へ
〜
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

介
護
保
険
の
施
行
か
ら
20
年
以
上
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
介
護
制
度
は
改
正

の
た
び
に
改
悪
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
医
労

連
の
署
名
集
約
数
は
毎
年
3
万
筆
弱
で
す
。

笑
顔
と
希
望
の
あ
る
介
護
の
実
現
の
た
め

に
、
目
標
数
を
大
き
く
超
え
る
署
名
を
積
み

上
げ
、
抜
本
転
換
を
迫
り
ま
し
ょ
う
。

介護保険制度は「わからないことばかり」と、
制度の経過と現状について講演されました。
講演では最初に、「介護保険発足時には、利
用者がサービスや事業者を選べたが、改正のた
びに、『予防』『地域包括』『健康寿命の延伸』
などの名のもとに論点がすり替えられ、サービ
スは選択どころか、保険の枠からも外されてき
た」と指摘しました。
また制度発足時は、「誰でも1割負担」が、
改正のたび部分的に2割3割と引き上がる一方
で、低所得利用者のために補足給付を新設する
も、利用要件は厳しいとした上で、「今改正で
は食費（自費）の値上げで、ショートステイな
ど7万人に影響が出る」など、給付に生じる矛
盾を強調しました。さらに、介護認定されても
サービス未利用者が100万人超えの実態につい
ての調査が不十分など、制度の「わからないこ
と」を共有しながら学習を深めました。

「
新
」介
護
署
名
に
つ
い
て

〈
取
り
組
み
期
間
〉

2
0
2
1
年
7
月
上
旬
〜

2
0
2
2
年
4
月
末
ま
で

〈
目
標
〉

5
万
筆

〈
集
約
〉

第
一
次
・
2
0
2
1
年
11
月
1
日

第
二
次
・
2
0
2
2
年
1
月
17
日

最

終
・
2
0
2
2
年
4
月
28
日

〈
署
名
送
付
先
〉

日
本
医
労
連

〈
署
名
用
紙
〉

7
月
上
旬
に
加
盟
組
織
に
到
着
し
ま
す
。

日
本
医
労
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
普
段
の
動
作
に

際
し
て
生
じ
る
姿

勢
の
乱
れ
を
事
前

に
制
御
し
よ
う
と

す
る
機
構
を
「
先

行
随
伴
性
姿
勢
調

節
」
と
い
う
そ
う

だ
。
こ
の
外
乱
対
応
機
構
の
お
か

げ
で
我
々
は
安
全
に
動
作
を
遂
行

で
き
る
。
「
先
行
随
伴
性
姿
勢
調

節
」
は
生
得
的
で
は
な
く
、
経
験

か
ら
成
り
立
つ
予
測
的
姿
勢
調
節

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
は
、
こ
の
理

論
を
基
に
効
率
的
な
動
き
や
転
倒

予
防
の
対
策
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
る
。
加
齢
に
よ
る
素
早
い
動
き

の
低
下
が
高
齢
者
に
お
け
る
転
倒

増
加
要
因
の
ひ
と
つ
だ
と
い
う
▼

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
で
、
人
類
は
世
界
中
が
未
曾

有
の
危
機
を
経
験
し
て
い
る
最
中

だ
。
日
本
は
そ
の
経
験
を
安
心
し

て
国
民
が
暮
ら
せ
る
方
向
に
活
か

し
て
い
る
の
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
6
月
27

日
、
自
衛
隊
大
規
模
接
種
セ
ン
タ

ー
で
は
飛
び
込
み
接
種
の
最
終
日

を
迎
え
、
未
明
か
ら
並
ぶ
人
も
出

た
。
政
策
に
振
り
回
さ
れ
国
民
は

混
乱
し
て
い
る
。
核
兵
器
禁
止
条

約
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
禁
止
条
約
に

対
し
て
も
日
本
は
批
准
へ
の
動
き

は
鈍
く
、
コ
ロ
ナ
禍
に
便
乗
し
て

社
会
保
障
も
平
和
も
脅
か
す
法
案

を
次
々
と
成
立
さ
せ
て
い
る
▼
自

分
自
身
の
身
体
で
さ
え
、
「
先
行

随
伴
性
姿
勢
調
節
」
の
よ
う
に
日

常
生
活
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
を
活
か
し
て
よ
り
安
全
で
安
心

な
動
作
を
確
保
し
よ
う
と
脳
は
努

力
し
て
対
策
を
蓄
積
す
る
。
我
が

国
は
ど
う
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ

う
か
、
ま
だ
経
験
が
足
り
な
い
の

か
？

そ
れ
と
も
最
早
足
腰
が
立

た
な
く
な
っ
た
の
か
？

介
護
す
る
人
も
受
け
る
人
も

６．２３
院内集会

介護保険の
２０年を考える

（市民福祉情報オフィス・
ハスカップ主宰）

大
切
に
さ
れ
る
制
度
に

大
切
に
さ
れ
る
制
度
に

小竹雅子氏

介
護
・
新
署
名
キ
ッ
ク
オ
フ

介
護
・
新
署
名
キ
ッ
ク
オ
フ

介
護
・
新
署
名
キ
ッ
ク
オ
フ

▼集会会場 ▲報告する日本医労連の寺田中執
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日本医労連は加盟組織に対し、
各加盟組織の内外問わず、年明け
以降の「医師・看護師の退職動向に
関する情報」の集中を緊急に依頼。
情報の集中期間は６月９日～２２日
でした。寄せられた情報の一部を
紹介します。

▶公立病院で医師の退職者が前年
度の1．4倍、同じく大学病院で看護
師の退職者が1．6倍になっている
（東北）
▶看護師の退職者数は変わらない
が、中途入職者が前年度の半分弱
しか入ってこないため、看護師の
夜勤回数が増えてしまっている
（九州）
▶退職者数が増えたわけではない
が、コロナ病床を運営し、ワクチ
ン接種の要員を確保するのに、職
員数に余裕がない。退職は4人だ
が、メンタル不全による病気休暇
が10人以上いる（中国）
▶新卒が2人退職。内1人は、急に来なくなった。
1年目は病院実習がコロナで充分でなく、職場で
の現実のショックなどもあって、ギャップからメ
ンタルや、やめたいという人が例年よりかなり多
い（九州）
▶コロナ軽症者のみ受け入れているが、変異株は
すぐに急変し、転院するケースや、その対応に追
われながら、次の入院も受け入れなければならな
いという現状で、いつ、離職者が出てもおかしく
ない状況（労災病院）

全
労
連
・
中
央
社
保
協
・
医

団
連
は
6
月
24
日
、
東
京
都
内

で
会
見
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
い
の

ち
を
軽
ん
じ
る
国
や
自
治
体
の

政
策
を
変
え
さ
せ
る
た
め
、
10

月
ま
で
全
国
で
「
医
療
・
介
護

・
保
健
所
の
削
減
や
め
て
！
い

の
ち
ま
も
る
緊
急
行
動
」
に
取

り
組
む
こ
と
を
発
表
し
ま
し

た
。緊

急
行
動
の
期
間
は
、
7
月

か
ら
総
選
挙
投
票
日
ま
で
。
政

府
に
対
し
、
①
保
健
所
の
拡
充

と
医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
・

保
健
師
な
ど
の
増
員
②
公
立
・

公
的
病
院
の
再
編
統
合
「
再
検

証
リ
ス
ト
」
の
撤
回
と
、
感
染

症
病
床
や
公
立
・
公
的
病
院
の

拡
充
を
求
め
ま
す
。

会
見
で
は
小
畑
雅
子
全
労
連

議
長
ら
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
「
医
療

崩
壊
」
を
目
の
当
た
り
に
し
な

が
ら
、
医
療
や
公
衆
衛
生
体
制

の
削
減
計
画
を
や
め
ず
、
五
輪

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強
行
の
姿

勢
を
変
え
な
い
な
ど
、
国
民
の

い
の
ち
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る

政
策
を
、
政
府
に
こ
れ
以
上
継

続
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

と
指
摘
し
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
・
森
田
し
の
ぶ

中
央
執
行
委
員
長
は
、
沖
縄
県

の
総
合
病
院
で
77
人
、
東
京
の

大
学
病
院
で
1
0
0
人
の
大
量

退
職
者
が
出
て
い
る
と
紹
介
。

「
医
療
現
場
で
は
限
界
が
続
い

て
い
る
。
救
え
る
命
が
救
え
な

い
事
態
に
心
が
折
れ
て
、
現
場

を
去
る
人
も
い
る
。
今
後
退
職

者
が
増
え
る
可
能
性
も
あ
る
。

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
延

期
・
中
止
し
、
私
た
ち
の
要
求

に
応
え
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。

先
の
通
常
国
会
に
、
私
た
ち
が
提
出

し
て
い
た
「
い
の
ち
署
名
」
は
、
衆
参

両
院
と
も
に
「
審
査
未
了
」
と
な
り
、

請
願
採
択
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、こ
の
署
名
の
請
願
項
目
は
、

多
く
の
国
民
か
ら
も
支
持
さ
れ
、
署
名

数
も
地
方
議
会
採
択
数
も
紹
介
・
賛
同

国
会
議
員
数
も
、
近
年
に
な
い
到
達
と

な
り
ま
し
た
。
請
願
採
択
は
見
送
ら
れ

ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
、
「
い
の
ち
ま

も
る
緊
急
行
動
」
と
し
て
、
請
願
項
目

の
具
体
的
な
実
行
を
政
府
に
求
め
る
取

り
組
み
を
す
す
め
ま
す
。

医
療
・
介
護
な
ど
社
会
保
障
の
拡
充

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
国
の
政
策
転

換
が
必
要
で
す
。国
の
政
策
転
換
に
は
、

私
た
ち
の
要
求
に
対
し
、
ま
と
も
に
向

き
合
う
国
会
議
員
を
増
や
す
こ
と
が
決

定
的
に
重
要
で
す
。
今
年
10
月
ま
で
に

は
、
国
政
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
各

政
党
が
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
を
、

し
っ
か
り
確
認
し
、
有
権
者
と
し
て
の

権
利
を
行
使
し
ま
し
ょ
う
。

日
本
医
労
連
は
３
月
４
日
、
全
１２
政
党
の
代
表
宛
て
に
公

開
質
問
状
を
送
付
。
「
い
の
ち
署
名
」
の
請
願
項
目
の
課
題

（
４
項
目
）に
対
し
、
左
表
の
と
お
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

公開質問状は、3週間後までに回答がなければ「回答なし」として公開させていただくことも添えて送付しま
した。希望の党と新社会党については、公開されている政党本部の住所に郵送するも「あて所に尋ねあたりませ
ん」として返送されました。3週間経過の3月26日まで回答を待ち、その時点で回答不着の6政党（自民党、公
明党、国民民主党、日本維新の会、れいわ新選組、嵐の党（旧ＮＨＫから国民を守る党））については、「回答な
し」として紹介させていただきます。

▼「いのち署名」要請項目に対する各政党の政策（公開質問状の回答より）
沖縄社会大衆党
地域住民の最後の命の砦
は公立病院もしくは公的病
院であり、拡充が求められ
る。不採算を増加させない
努力も各病院では行われて
いるが、性格上どうしても
その要素は内包しており、
国の支援が必要。
医師・看護師の過重労働
は解消すべきであり、必要
な人員を確保することが必
要。また、人材育成のため
に給付型の奨学金制度の充
実も必要。
今後もさまざまな感染症
の発生が予想され、対応す
る体制づくりは必要。保健
所や保健師数など見直しを
すべき。新型コロナ対応を
検証し、適正な数を決める
ことが重要。
不要不急、そして必要性
の低い予算の見直しを行
い、必要部分に予算を充て
ることが肝要であると考え
る。国民が安心して暮らす
ために社会保障費の充実は
不可欠であると考える。

立憲民主党
政府が地域医療構想を
推進する際に安易に病床
削減しないよう歯止めが
必要。コロナ禍で明らか
になった医療提供体制の
課題を踏まえた地域医療
構想の見直し。

新型コロナ病棟対応従
事者への給与を特例的に
増やす。潜在医療従事者
の現場復帰への特別支援
と特別手当支給などで現
場復帰を支援する。
人手不足の保健所につ
いて、職員の増員や正規
化などにより、早期かつ
確実に感染ルートを把握
できる体制を作るべき。

世代間公平に配慮しつ
つ、重点化と効率化によ
って、子どもから高齢者
にわたる持続可能な社会
保障制度を構築すべき。
医療・介護・障害福祉等
にかかる自己負担の合計
額に上限を設ける「総合
合算制度」を創設すべき。

社会民主党
現下は勿論のこと、今後も
起こりうる新型の伝染病への
備えとして、政策医療である
感染病床の確保は強化し、地
域の生活を守るために、不足
する医療をどう確保するのか
という観点から公立・公的病
院の存続を図る。
早急に世界レベルまで医師
・看護師・介護職員の人員配
置を引き揚げる必要があると
考える。計画的な人員不足対
策と抜本的な待遇改善に取り
組む。
人びとの生命と生活を守

り、医療崩壊を起こさないた
めに不可欠な保健所数、保健
師数を増やし、公衆衛生体制
の強化に取り組む。

国民皆保険制度、長寿社会
を維持し、感染症対策を講じ
ていくためには、さらに医療
費を確保していかなければな
らない。防衛費の増強を止め
て、医療・介護・福祉の基盤
と従事者の確保待遇改善を推
進するために財源の組み直し
を行っていく。

日本共産党
公立・公的病院の統廃合を
迫る「地域医療構想」は中止。
医療計画に感染症対策を位置
付け、専門家の配置を含め感
染症病床を抜本的に増やす。
公立・公的病院は国の責任で
拡充を図る。

国際的にも少ない現在の人
員体制を見直し、抜本的な人
員確保と平時から「ゆとり」
のある配置基準への見直し、
看護師、介護職員の給与水準
の大幅引き上げを求める。
コロナ対策として、無症状
者を含めた検査体制、感染者
への大規模な対策を可能とす
る緊急の体制強化とともに、
抜本的な対策として、保健所
の増設や恒常的な定員増に踏
みだすべき。
効率優先、利益第一で医療、
社会保障などを縮減してきた
これまでの政策からの根本的
転換。GDPに占める社会保障
費の割合が諸外国よりも低い
実態を見直し、医療、介護、社
会保障などケアに手厚い社会
をつくることが焦眉の課題で
あり、そのことが経済発展に
も大きく寄与するとの立場。

政党の並びは
回答到着順
【質問1】
感染症病床と
公立・公的病
院の今後の在
り方について

【質問2】
医師・看護師
・介護職など
人員不足への
対応について

【質問3】
保健所数や保
健師数の増加
など、今後の
公衆衛生体制
について

【質問4】
医療・介護な
ど社会保障費
の見直しにつ
いて

日
本
医
労
連

森
田
進
書
記
長

全
労
連
な
ど「
緊
急
行
動
」発
表

全
労
連
な
ど「
緊
急
行
動
」発
表

総
選
挙
投
票
日
ま
で

くらしを変えよう！くらしを変えよう！

国民のいのちまもる政治に

写真中央は、緊急行動を発表する全労連・小畑議長＝２４日、厚労省

自由民主党・公明党・国民民主党・日本維新の会・れいわ新選組・
嵐の党（旧NHKから国民を守る党）からは、回答がありませんでした。

選挙に行って

日
本
医
労
連

医
師
・
看
護
師
の

退
職
動
向
調
査

衆議院選挙目前

くらしを変えよう！

衆議院選挙
目前
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6
月
16
日
、
宮
城
県
医
労
連
は
、
県

立
が
ん
セ
ン
タ
ー
・
東
北
労
災
病
院
・

仙
台
赤
十
字
病
院
の
連
携
・
統
合
構
想

に
つ
い
て
、
県
議
会
5
会
派
12
議
員
と

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
意
見
交

換
会
に
は
、
日
本
医
労
連
本
部
、
全
日

赤
本
部
、
全
労
災
本
部
か
ら
も
参
加
し

ま
し
た
。

冒
頭
、
宮
城
県
医
労
連
の
中
山
修
執

行
委
員
長
は
、
改
め
て
統
合
に
反
対
の

立
場
を
表
明
し
、
県
民
・
医
療
従
事
者

に
と
っ
て
不
安
な
状
況
が
続
い
て
い
る

と
強
調
し
ま
し
た
。
現
場
か
ら
参
加
し

た
全
労
災
東
北
支
部
の
中
村
良
太
支
部

長
は
、
「
不
安
に
不
安
が
の
し
か
か
っ

て
い
る
」
「
職
員
に
情
報
が
入
っ
て
こ

な
い
中
で
、
患
者
さ
ん
に
質
問
を
さ
れ

て
も
返
せ
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。
参

加
し
た
県
議
か
ら
は
、
「
県
か
ら
の
情

報
開
示
が
な
さ
す
ぎ
る
」な
ど
と
し
て
、

議
会
で
の
追
及
を
約
束
。
地
域
医
療
を

ま
も
る
た
め
に
、
議
会
で
役
割
を
果
た

し
て
い
く
と
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

１
時
間
で
１
４
０
筆

「
移
転
・
統
合
に

反
対
す
る
署
名
」

宮
城
県
医
労
連
が
、
地
域
医
療
を
守

る
共
同
行
動
み
や
ぎ
連
絡
会
な
ど
と
共

に
取
り
組
ん
で
い
る
「
東
北
労
災
病
院

・
仙
台
赤
十
字
病
院
の
移
転
・
統
合
に

反
対
す
る
署
名
」
は
、
1
月
25
日
に
1

万
2
3
8
5
筆
を
県
に
提
出
。
そ
の
後

も
続
々
と
署
名
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

6
月
16
日
の
時
点
で
累
計
2
万
3
3
9

7
筆
と
な
っ
て
い
ま
す
。

16
日
は
、
意
見
交
換
会
後
に
ア
ー
ケ

ー
ド
商
店
街
仙
台
フ
ォ
ー
ラ
ス
前
で
1

時
間
の
署
名
宣
伝
行
動
を
実
施
。
署
名

の
順
番
待
ち
が
で
き
る
ほ
ど
注
目
を
集

め
、
1
3
9
筆
の
集
約
で
し
た
。

翌
17
日
に
は
、
仙
台
駅
前
ペ
デ
ス
ト

リ
ア
ン
デ
ッ
キ
で
1
時
間
の
署
名
宣
伝

行
動
を
行
い
、
1
4
0
筆
集
約
し
ま
し

た
。署

名
は
、
9
月
議
会
に
提
出
す
る
予

定
で
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

日
本
医
労
連
は
、
6
月
19
日
、

「
2
0
2
0
年
度
済
生
会
病
院
労

組
全
国
学
習
交
流
集
会
を
開
催

し
、
5
県
（
6
組
合
）
13
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

米
沢
哲
書
記
次
長
の
基
調
報
告

の
後
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と

に
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
状
況
を
含
め

た
各
病
院
（
職
場
）
の
状
況
、
働

き
方
の
影
響
」
、
「
各
病
院
の
春

闘
・
一
時
金
の
状
況
」
、
「
各
組

合
の
活
動
状
況
と
組
織
拡
大
取
り

組
み
」に
つ
い
て
交
流
し
ま
し
た
。

働
き
方
で
は
、
済
生
会
大
牟
田

病
院
従
業
員
組
合
よ
り
昨
年
か
ら

労
働
時
間
の
短
縮
が
実
現
で
き
た

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
済
生
会

新
潟
病
院
労
組
で
は
、
年
休
取
得

率
が
60
％
の
協
定
が
あ
り
、
20
年

度
で
は
看
護
師
の
取
得
率
が
88
％

を
超
え
て
い
る
こ
と
、
病
棟
ご
と

に
定
数
を
定
め
、
消
化
で
き
る
人

員
配
置
に
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

組
織
拡
大
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
新
歓
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
短
縮
や
開

催
が
困
難
と
な
っ
た
中
で
の
工
夫

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
済
生
会
金

沢
病
院
労
組
か
ら
は
、
医
労
連
共

済
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
活
用
し
た
取

り
組
み
、
済
生
会
新
潟
病
院
労
組

で
は
、
中
途
採
用
職
員
を
取
り
こ

ぼ
さ
な
い
活
動
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
、
済
生
会

新
潟
病
院
の
岩
崎
泰
剛
委
員
が
、

「
各
病
院
と
も
経
営
が
厳
し
い
状

況
で
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
病

院
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
も
労
働

組
合
が
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
そ

の
う
え
で
交
渉
を
行
っ
て
い
く
事

が
重
要
で
す
」と
強
調
し
ま
し
た
。

●育成福祉会労組の沖縄県医労連加盟に
ご尽力された棚原さんをご紹介します。
「利用者さんや子どもたちの笑顔がみたい！」
福祉や保育の現場で働く方々の願いはこの一言に
尽きるのではないかと思います。利用者さんや子
どもたちの言葉にならない声や願い、望みを日々
一番身近で接している福祉労働者には、社会や制
度へ「いま」を伝える役割があるかと思います。
事業所の壁を越えて、同じ福祉現場で働く仲間
と出会い、現場での矛盾や私たちの初心を邪魔し
ているものを語り合うことが、問題に向き合う力
になります。
日本医労連福祉部会では、現場での目の前の困
りごとを、毎年、直接、厚労省へ届けています。
福祉現場で働く人の声は、利用者さんの声そのも
のです。「何もしなければ何も変わらない」。利
用者さん主体の福祉にする為に、小さな一歩が大
勢の大きな一歩になることを願って、自分のでき
るささやかなことを積み重ねていきたいと思って
います。

「
１
万
円
っ
て
な
ん
だ
！
」

厚
生
荘
病
院
労
組
は
、
夏
期
一
時

金
不
支
給
と
い
う
不
当
回
答
に
対

し
、
24
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
て

6
月
24
日
の
第
二
回
目
の
団
体
交
渉

に
臨
み
ま
し
た
。厚
生
荘
病
院
で
は
、

赤
字
を
理
由
に
昨
年
も
年
間
で
平
均

50
万
円
も
一
時
金
が
引
き
下
げ
ら
れ

て
お
り
、
一
回
目
の
交
渉
で
は
支
給

に
向
け
た
再
検
討
を
求
め
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
第
二
回
目
の
交
渉
で

示
さ
れ
た
回
答
は
「
一
律
1
万
円
」

と
い
う
超
低
額
回
答
。
参
加
し
た
組

合
員
か
ら
は
「
1
万
円
で
生
活
が
で

き
る
と
思
う
の
か
」
「
職
員
が
辞
め

て
し
ま
う
」
と
、
抗
議
の
声
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。

経
営
者
の
姿
勢
が
招
い
た

経
営
悪
化

厚
生
荘
病
院
は
、
2
0
1
8
年
に

経
営
が
湖
山
医
療
福
祉
グ
ル
ー
プ
に

代
わ
っ
て
以
降
、
年
々
、
労
働
組
合

へ
の
対
応
が
不
誠
実
に
な
り
、
昨
年

は
不
当
な
職
員
代
表
選
挙
の
決
定
や

就
業
規
則
の
変
更
、
人
事
評
価
制
度

の
導
入
な
ど
、
組
合
員
・
職
員
を
無

視
し
た
一
方
的

な
変
更
を
次
々

と
強
行
し
て
き

ま
し
た
。
こ
う

し
た
経
営
姿
勢

に
対
す
る
不
信

感
が
職
員
の
退

職
を
誘
発
し
、

職
員
不
足
に
よ

り
病
床
を
閉
鎖

せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
陥
り

ま
し
た
。
そ
の

た
め
事
業
収
入

が
落
ち
込
み
、

昨
年
の
一
時
金

の
引
き
下
げ
な
ど
の
事
態
を
引
き
起

こ
し
ま
し
た
。

２４
時
間
ス
ト
の
決
行

24
日
の
団
体
交
渉
で
、
労
働
組
合

は
「
経
営
悪
化
に
陥
っ
て
い
る
責
任

は
経
営
者
の
手
法
に
問
題
が
あ
る
か

ら
」
で
あ
り
、
「
職
員
に
は
何
の
責

任
も
な
い
」
と
経
営
者
の
姿
勢
に
強

く
抗
議
し
、
24
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
に

突
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

ス
ト
ラ
イ
キ
は
翌
25
日
午
前
9
時
〜

26
日
午
前
9
時
15
分
ま
で
実
施
さ

れ
、
そ
の
間
、
3
回
（
25
日
午
前
9

時
、
午
後
4
時
45
分
、
26
日
午
前
8

時
45
分
）
の
集
会
と
聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅

前
で
の
宣
伝
行
動
（
25
日
午
前
11
時

〜
午
後
1
時
）
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

駅
頭
で
宣
伝
行
動

市
民
か
ら
は
共
感
の
声

25
日
午
前
11
時
か
ら
の
聖
蹟
桜
ヶ

丘
駅
前
で
の
宣
伝
行
動
は
、
8
組
合

19
人
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
「
厚
生
荘
病
院
は
職
員
の

生
活
を
守
れ
」
の
横
断
幕
を
掲
げ
、

チ
ラ
シ
も
当
初
用
意
し
た
枚
数
で
は

足
ら
ず
、
増
刷
り
し
て
4
0
0
枚
を

配
布
し
ま
し
た
。
「
病
院
を
守
り
た

い
」
「
良
い
医
療
・
看
護
・
介
護
が

し
た
い
か
ら
！
」
と
書
か
れ
た
チ
ラ

シ
を
受
け
取
っ
た
市
民
の
反
応
は
良

く
、
事
情
を
知
っ
た
市
民
か
ら
は
応

援
の
声
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

応
援
に
駆
け
つ
け
た
Ｏ
Ｂ
組
合
員
が

自
宅
の
団
地
に
2
0
0
枚
の
チ
ラ
シ

を
配
布
し
て
く
れ
る
な
ど
、
こ
の
行

動
で
組
合
自
身
が
勇
気
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
納
得
の
い
く
回
答
が
出
る
ま
で
」

執
行
委
員
長
が
決
意

26
日
朝
の
ス
ト
ラ
イ
キ
終
了
集
会

に
は
、
日
本
医
労
連
・
森
田
し
の
ぶ

中
央
執
行
委
員
長
も
駆
け
つ
け
、
奮

闘
す
る
厚
生
荘
病
院
労
組
の
仲
間
を

激
励
し
ま
し
た
。
夜
勤
を
含
む
24
時

間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
打
ち
抜
い
た
吉

田
千
代
委
員
長
は
、
あ
い
さ
つ
の
中

で
「
職
員
の
生
活
を
守
る
た
め
、
納

得
の
い
く
回
答
が
出
さ
れ
る
ま
で
た

た
か
い
を
続
け
る
」
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。
行
動
全
体
を
通
し
て
、
11

組
織
か
ら
、
の
べ
65
人
の
仲
間
が
支

援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

今
後
、
厚
生
荘
病
院
労
組
は
一
時

金
の
支
給
を
追
求
し
、
追
加
要
求
書

も
提
出
し
な
が
ら
団
体
交
渉
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
の
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

東京・厚生荘病院労組で
抗議の24時間スト決行

宮
城
・
３
病
院
統
合
問
題

宮
城
・
３
病
院
統
合
問
題

県
議
会
議
員
と
意
見
交
換

県
議
会
議
員
と
意
見
交
換

24時間ストライキには多くの
仲間が応援にかけつけました

仙台フォーラス前での
署名宣伝行動の様子
仙台フォーラス前での
署名宣伝行動の様子

夏期一時金闘争

県議に現場実態を訴える
全労災北支部の中村支部長
県議に現場実態を訴える
全労災北支部の中村支部長

仙台駅前での署名
宣伝行動の様子
仙台駅前での署名
宣伝行動の様子

全国学習交流集会
済生会病院労組

沖縄県
医療福祉労働組合

さん棚原喜美枝

オンライン併用で行った
全国学習交流集会
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6
月
21
日
、
日
本
医
労
連
自
治
体

部
会
は
総
務
省
要
請
を
オ
ン
ラ
イ
ン

併
用
で
行
い
、
6
人
が
参
加
し
、
総

務
省
は
4
人
が
対
応
し
ま
し
た
。

勤
務
時
間
管
理
も

さ
れ
て
い
な
い
実
態

3
月
の
中
央
行
動
の
要
請
時
に

は
、
十
分
な
時
間
が
確
保
で
き
な
か

っ
た
た
め
、
あ
ら
た
め
て
、
自
治
体

病
院
の
労
働
条
件
の
課
題
や
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
課
題
に
つ
い
て
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

労
働
条
件
の
課
題
で
は
、
労
働
時

間
の
適
切
な
把
握
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
資
料
と
し
て
示
し
な
が

ら
、
5
年
目
を
迎
え
て
も
現
場
の
状

況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多

く
、
出
退
勤
も
管
理
さ
れ
て
い
な
い

事
例
を
紹
介
し
、
是
正
を
求
め
ま
し

た
。
総
務
省
は
、
勤
務
時
間
等
調
査

の
中
で
「
客
観
的
な
手
法
に
よ
る
労

働
時
間
管
理
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か
」
と
い
う
項
目
を
追
加
す
る

な
ど
、
全
国
的
な
状
況
を
把
握
し
て

検
討
を
進
め
た
い
と
い
う
回
答
に
留

ま
り
ま
し
た
。

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

は
、
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
昨
年

度
は
1
7
0
0
億
円
、
今
年
度
は
6

6
4
億
円
を
上
乗
せ
し
2
4
0
2
億

円
を
計
上
し
、
各
自
治
体
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
適
切
に
進
め
る
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
上
乗
せ
分
は
、
期
末

手
当
の
補
填
分
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
手

当
の
導
入
初
年
度
は
2
カ
月
分
の
支

給
実
施
か
ら
、
1
年
分
の
支
給
に
な

っ
た
た
め
増
額
し
た
も
の
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
時
金
が
支
給
さ
れ
て
も

年
収
は
増
え
な
い
事
例
や
、
昇
給
に

上
限
が
あ
る
事
例
、
退
職
手
当
が
出

な
い
事
例
な
ど
様
々
な
問
題
点
に
つ

い
て
、
病
院
や
公
立
公
的
機
関
の
実

態
を
把
握
し
て
是
正
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

日
本
医
労
連
病
院
給
食
対
策

委
員
会
は
、
6
月
21
日
に
厚
労

省
要
請
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い

ま
し
た
。

入
院
時
給
食
費
自
己
負
担
廃

止
に
つ
い
て
厚
労
省
は
、
「
入

院
時
の
食
事
の
質
の
向
上
や
患

者
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
へ
の
対

応
、
入
院
患
者
と
在
宅
等
で
療

養
し
て
い
る
患
者
と
の
費
用
負

担
の
公
平
化
の
観
点
か
ら
、
在

宅
と
入
院
相
互
に
係
る
費
用
と

し
て
食
事
の
一
部
を
自
己
負
担

化
し
た
も
の
」
と
回
答
。
参
加

者
は
、
「
4
6
0
円
は
本
当
に

公
平
な
の
か
。
働
い
て
い
る
人

と
働
け
な
い
人
の
4
6
0
円
は

違
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

人
員
配
置
基
準
に
つ
い
て

は
、
「
一
律
に
見
直
す
こ
と
は

病
院
の
運
営
に
支
障
を
き
た

す
」と
回
答
。
参
加
者
は
、「
明

確
な
基
準
が
な
い
。
一
定
の
ル

ー
ル
、
働
く
ル
ー
ル
が
必
要
と

な
る
。
非
正
規
職
員
の
時
間
外

の
ル
ー
ル
も
必
要
に
な
る
」
と

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

栄
養
相
談
室
設
置
基
準
、
財

政
措
置
に
関
し
て
は
、
「
柔
軟

な
対
応
が
望
ま
し
い
」と
回
答
。

参
加
者
は
、
「
日
本
医
労
連
の

調
査
で
、
空
い
て
い
る
外
来
診

察
室
な
ど
空
ス
ペ
ー
ス
で
行
っ

て
い
る
病
院
も
あ
る
。
食
事
に

関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー

ズ
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
応
す

る
こ
と
が
必
要
」
と
強
調
し
ま

し
た
。

災
害
時
の
対
応
を
含
め
、
直

営
を
基
本
に
す
る
こ
と
に
つ
い

て
参
加
者
か
ら
は
、
「
災
害
時

に
は
、
柔
軟
な
対
応
が
必
要
と

な
る
。
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
も
同

じ
。
直
営
で
な
い
場
合
は
、
対

応
が
難
し
い
。
検
証
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
現
場
の
実
情
を
含

め
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
他
、
人
員
不
足
か
ら
生

じ
る
超
過
勤
務
が
現
場
を
ど
う

に
か
支
え
て
い
る
実
態
や
、
院

外
調
理
の
基
準
が
曖
昧
で
あ

り
、
提
供
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
こ
と
へ
の
調
査
・
検
討
を

望
む
こ
と
、
食
材
費
の
高
騰
が

農
水
省
が
推
奨
し
て
い
る
地
産

地
消
を
困
難
に
さ
せ
、
結
果
と

し
て
、
入
院
患
者
の
不
利
益
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
訴

え
、
要
請
を
終
え
ま
し
た
。

要要請請書書をを渡渡すす渡渡辺辺部部会会長長（（写写真真中中央央））

職
員
の
奮
闘
に
応
え
る
措
置
を

6
月
21
日
、
日
本
医
労
連
は
、

地
域
医
療
振
興
協
会
と
今
年
度
3

回
目
と
な
る
団
交
を
行
い
ま
し

た
。
日
本
医
労
連
交
渉
団
は
、
地

域
医
療
振
興
協
会
の
病
院
の
あ
る

2
県
か
ら
の
参
加
者
含
め
8
人
、

協
会
か
ら
2
人
が
対
応
し
ま
し

た
。
団
交
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

職
員
の
奮
闘
に
応
え
る
処
遇
改
善

を
求
め
ま
し
た
。

協
会
は
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
職
員

へ
の
特
殊
勤
務
手
当
の
継
続
を
確

認
し
、
金
額
等
に
つ
い
て
は
各
施

設
に
任
せ
て
い
る
と
回
答
し
ま
し

た
。

交
渉
団
は
、
各
施
設
の
問
題
点

を
指
摘
し
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

①
労
使
間
で
の
不
当
労
働
行
為
、

②
人
材
確
保
の
た
め
に
地
域
人
材

手
当
引
下
げ
の
撤
回
、
③
残
業
代

の
カ
ッ
ト
、
割
増
率
の
不
支
給
、

④
変
形
労
働
制
で
の
勤
務
時
間
の

適
正
管
理
に
つ
い
て
は
、
協
会
本

部
も
交
渉
団
の
主
張
を
認
め
、
各

施
設
へ
の
確
認
・
協
議
を
踏
ま

え
、
労
基
法
遵
守
の
立
場
で
改
善

を
図
る
事
を
表
明
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
労
使
間
ル
ー
ル
を
尊

重
し
、
誠
実
な
対
応
を
基
本
に
職

場
問
題
の
改
善
を
図
る
事
を
今
後

も
求
め
て
い
き
ま
す
。

６
千
人
か
ら
回
答
集
約

新
歓
時
に
取
り
組
ん
だ

「
み
ん
な
の
助
け
あ
い
ア

ン
ケ
ー
ト
」
は
、
2
6
4

単
組
・
支
部
が
新
人
へ
の

働
き
か
け
で
活
用
し
ま
し

た
。
集
約
さ
れ
た
ア
ン
ケ

ー
ト
は
5
9
5
5
人
分
と

な
り
、
共
済
事
業
局
に
も

「
コ
ロ
ナ
禍
の
新
歓
で
役

に
立
っ
た
」
と
声
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
資

料
が
ほ
し
い
」
と
し
た
回

答
が
2
7
3
8
人
・
46
％

に
の
ぼ
り
、
「
説
明
を
し

て
ほ
し
い
」
と
し
た
回
答

も
2
6
9
人
・
4
・
5
％

と
な
る
な
ど
、
社
会
人
に

な
っ
た
ば
か
り
の
新
人

も
、
共
済
な
ど
に
よ
る
備

え
に
関
心
が
あ
る
こ
と
も

わ
か
り
ま
し
た
。

共
済
説
明
会
を
行
お
う

7
月
と
な
り
新
し
い
事

業
年
度
に
入
り
ま
し
た
。

共
済
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
新

し
く
な
り
ま
し
た
。
あ
ら

た
め
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

取
り
寄
せ
て
、
共
済
説
明

会
を
企
画
し
て
、
新
人
は

も
と
よ
り
職
場
の
仲
間

に
、
組
合
加
入
・
共
済
加

入
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
説
明
会
に
は
、

共
済
説
明
動
画
（
シ
ョ
ー

ト
バ
ー
ジ
ョ
ン
・
8
分
38

秒
）を
活
用
し
て
下
さ
い
。

医
労
連
共
済
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

2
0
2
1
年
1
月
、
介
護

・
障
害
福
祉
施
設
へ
の
看
護

師
の
日
雇
い
派
遣
を
認
め
る

労
働
者
派
遣
法
の
政
令
改
正

案
が
了
承
さ
れ
、
4
月
か
ら

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

日
雇
い
派
遣
に
つ
い
て

は
、
適
正
な
雇
用
管
理
が
行

わ
れ
ず
労
働
災
害
が
多
発
し

て
い
た
こ
と
、
低
賃
金
で
不

安
定
な
雇
用
の
原
因
に
な
っ

て
い
た
こ
と
な
ど
で
2
0
1

2
年
の
労
働
者
派
遣
法
の
改

正
に
よ
り
原
則
禁
止
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら

ず
政
府
は
、
地
域
に
よ
っ
て

看
護
師
等
の
確
保
が
困
難
で

あ
る
こ
と
、
「
日
雇
い
派

遣
」
に
一
定
の
ニ
ー
ズ
が
あ

る
こ
と
を
理
由
に
、
看
護
師

の
日
雇
い
派
遣
を
解
禁
し
ま

し
た
。

事
業
所
も
看
護
師
も

日
雇
い
派
遣
に
懸
念

2
0
2
0
年
3
月
に
厚
労

省
が
実
施
し
た
「
福
祉
及
び

介
護
施
設
に
お
け
る
看
護
師

の
日
雇
い
派
遣
に
関
す
る
ニ

ー
ズ
等
の
実
態
調
査
」
で

は
、
3
割
か
ら
4
割
以
上
の

事
業
所
が
慢
性
的
な
人
員
不

足
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
派
遣
看
護
師

を
導
入
す
る
場
合
「
指
揮
命

令
系
統
が
不
明
確
」
「
不
適

切
な
労
働
時
間
管
理
」
な
ど

雇
用
管
理
上
の
課
題
が
あ
る

と
、
事
業
所
の
約
半
数
が
回

答
し
て
い
ま
す
。

医
療
安
全
管
理
に
つ
い
て

も
「
利
用
者
に
か
か
る
情
報

収
集
が
不
十
分
」
「
起
こ
り

や
す
い
医
療
事
故
等
に
つ
い

て
十
分
把
握
で
き
て
い
な

い
」
な
ど
、
約
半
数
が
課
題

が
あ
る
と
し
て
お
り
、
7
〜

8
割
の
施
設
が
日
雇
い
派
遣

看
護
師
を
活
用
す
る
つ
も
り

は
な
い
と
回
答
し
て
い
ま

す
。一

方
、
日
雇
い
派
遣
看
護

師
を
活
用
し
た
い
と
回
答
し

た
事
業
所
も
「
チ
ー
ム
で
の

役
割
を
発
揮
し
に
く
い
」

「
ケ
ア
に
支
障
が
生
じ
る
」

「
教
育
が
ほ
ど
こ
せ
ず
、
医

療
安
全
管
理
が
徹
底
で
き
な

い
」
な
ど
の
懸
念
す
る
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

派
遣
労
働
の
経
験
の
あ
る

看
護
師
へ
の
調
査
で
も
「
不

適
切
な
労
働
時
間
管
理
が
あ

っ
た
」
な
ど
5
割
以
上
が
派

遣
で
働
く
う
え
で
雇
用
管
理

上
に
問
題
が
あ
っ
た
と
回
答

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療

安
全
上
の
問
題
で
は
、
「
利

用
者
の
情
報
収
集
を
す
る
時

間
が
不
十
分
」
「
医
療
安
全

を
推
進
す
る
う
え
で
同
僚
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

不
足
し
て
い
る
」
な
ど
7
割

以
上
が
問
題
が
あ
る
と
回
答

し
て
お
り
、
積
極
的
に
日
雇

い
派
遣
で
働
き
た
い
と
の
回

答
は
1
割
に
も
満
た
な
い
と

い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま

す
。

チ
ー
ム
医
療
・
チ
ー

ム
ケ
ア
の
重
視

介
護
従
事
者
は
、
利
用
者

の
個
別
性
を
尊
重
し
、
信
頼

関
係
を
構
築
し
な
が
ら
日
々

の
ケ
ア
を
実
践
し
て
い
ま

す
。
個
別
性
を
追
求
す
る
ケ

ア
の
実
践
に
お
い
て
、
多
職

種
に
よ
る
チ
ー
ム
ケ
ア
は
必

要
不
可
欠
で
す
が
、
日
雇
い

派
遣
で
は
利
用
者
の
状
態
把

握
や
多
職
種
と
の
連
携
は
不

十
分
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、

介
護
の
現
場
に
混
乱
や
不

安
、
負
担
を
も
た
ら
す
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

日
雇
い
派
遣
で
は
、

保
障
に
も
不
安

日
雇
い
派
遣
で
も
労
災
保

険
は
適
応
さ
れ
ま
す
が
、
雇

用
保
険
に
は
加
入
で
き
な
い

た
め
、
失
業
し
た
と
き
の
保

障
が
な
く
、
生
活
や
雇
用
の

安
定
が
図
れ
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
根
本
的
な

問
題
の
改
善
を

介
護
施
設
な
ど
で
看
護
師

の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
過
酷
な
労
働
環
境

と
労
働
実
態
に
見
合
わ
な
い

低
賃
金
が
根
本
的
な
原
因
で

す
。
そ
の
場
し
の
ぎ
で
日
雇

い
派
遣
看
護
師
を
導
入
し
、

人
手
不
足
を
補
う
こ
と
で

は
、
介
護
現
場
の
改
善
に
は

つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

今
後
高
齢
化
が
進
み
、
ま

す
ま
す
介
護
の
需
要
は
高
ま

り
ま
す
。
だ
れ
も
が
安
心
し

て
医
療
や
介
護
を
受
け
ら
れ

る
体
制
と
す
る
た
め
に
も
、

医
療
・
介
護
従
事
者
が
安
心

し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
引

き
続
き
、
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
の
引
き
上
げ
と
と
も
に

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上

げ
、
医
療
・
介
護
従
事
者
の

大
幅
増
員
を
要
求
し
て
い
き

ま
す
。

佐
々
木
悦
子

指導・助言ではなく
具体的な是正を求める

今
年
度
３
回
目
の
団
交

地
域
医
療
振
興
協
会
対
策

看護師の日雇い派遣では、介護の充実は図れない

自治体部会 総務省に要請

患
者
・
利
用
者
の
た
め
の
給
食
改
善
！

給
食
現
場
の
勤
務
環
境
改
善
！

厚労省
交 渉
厚労省
交 渉

新人の半数「資料ほしい」

厚労省との交渉のようす


